
別紙３０（別添４）

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

・企業の方と一緒に働くことに対しすごく緊張しますが、いつも優しく教えてくれている。今回の話し合いは自分のメモに

書いて忘れないように工夫をしています。気持ちを落ち着かせて作業に取り組み、苦手な作業は自分から職員へ「苦手な作

業なので一緒にお願いします」と言うように心がけています。休憩については理解したので、みんなで決めたルールを守っ

ていきたいと思います。

電話番号 048‐780‐2312 対象年度 令和６年度

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 クックキング 事業所番号 1116513795

住　所 さいたま市北区宮原町1丁目530番地1 管理者名 菅野篤子

連携先企業（担当者） ＪＧＳ株式会社　川合茂貴

利用者からの意見・評価

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

活動場所：さいたま市北区宮原町一丁目530番地1

実施日程：令和5年3月13日(月)～　週5日

実施した利用者の知識・能力向上に関わる実施の内容：

企業での施設就労時の休憩の過ごし方、作業の進め方の確

認。社会性及び企業が求めるスキルを知るミーティングを

行った。

事業所内の休憩では各自が思うままに過ごしていたが、企業へ施設外就労に行った

時の休憩の過ごし方を考え話し合う。社会人としてどう過ごすべきであるか、他者

との関わり方を皆で話し合い、企業が求める人材について理解を深める。

利用者にとってのメリット：企業で働くイメージがわき、社会人としての意識を高

めることができる。

実施した結果：全員が一般企業での休憩の取り方について考えた。以前働いていた場所で

はどうであったのかや正しい休憩の取り方について積極的に発表することができた。

実施した結果：企業での休憩の過ごし方や社会人としての他者との関わり方について再度

考えるきっかけになった。毎日精神的に安定させ働き方を続けることの難しさを実感し

た。

課題点：話し合いの結果、各企業での休憩のルールは違うので、その企業のルールに従う

という結果に至った。

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい：

連携した結果に対する意見または評価：

いつも礼儀正しく作業を行ってもらっています。また、皆さんが意欲的に効率の良い方法を考えながら作業に取り組んでい

ると感じています。障害者の自立を促せるように今後も取組として協力したいと思っております。

今後の連携強化に向けた課題：

職員も研修などを受講し知識や能力の向上が必要である。連携先企業と職員での情報共有を細やかに行うことが必要。

様式２


